
                地域密着型金融の取組事例（2018年） 

  

 

農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

 (11)ＴＡＣ担当者と貸出担当者による農業者支援 

ＪＡはだの（神奈川県） 

新規 継続 

  

○ 

（2017年 1月） 

 

1 動機（経緯） 

農業者の所得増大と農業生産の拡大を目指し、農業者の夢を資金面でサポートしていくこ

とを目的とします。営農部門・経済部門・金融部門の職員が連携し、農業者宅への訪問活

動を実施しました。 

2 概要 

当施策の概要は以下の通りです。 

1 時 期：2018 年１～2月、6～8月 

2 体 制：ＴＡＣ4 名（本所）、貸出担当者 11名（7支所 2支店）の計 15名 

3 訪問先：地域農業の中核となる農業者、認定農業者、新規就農者、 

農産物直売所「はだのじばさんず」出荷者 等 

4 内 容：資金需要の高まる農業機械展示予約会の前後にＴＡＣと貸出担当者が農業者宅 

を訪問し資金需要の情報収集および農業資金紹介を実施。合わせて、農機セン 

ターと情報共有をし、効率的なサポート体制の強化を図る。 

3 成果（効果） 

2018年 12月末日までに 5件の農業資金に対応しました。 

部門間の連携強化にもつながり、営農部門（ＴＡＣ、農機センター等）からの情報提供の

もと農業者の資金ニーズにも速やかな対応を可能としました。 

4 今後の予定 
農業者宅への継続的な訪問活動をし、農業者の所得増大と農業生産の拡大のサポート役と

して信頼関係の構築に取り組みます。 
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